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分担研究報告書 

 

女性におけるやせのリスクに対する教育の実態に関する研究 
 

研究分担者 小川真里子（福島県立医科大学 ふくしま子ども・女性医療支援センター） 

研究分担者 中里 道子（国際医療福祉大学 医学部精神医学） 
【目的】やせは様々な健康障害のリスク因子であることが知られているが、若年女性がそ
れらのリスクを認識していない可能性がある。若年女性がやせのリスクに関する知識を
有しているか、それがやせを回避する行動につながるかを知るための実態調査を行った。
一方、やせている女性がすべて摂食障害というわけではなく、生来の体質による“体質性
やせ”の可能性もある。日本における“体質性やせ”の実態はほとんどわかっていない。そ
こで、 “体質性やせ”と“摂食障害傾向によるやせ”の比較も行った。 
【方法】令和 5 年度は日本国内で使用されている中学校および高等学校の保健体育の教
科書を調査し、やせと健康リスクに関する記載を確認した。また、やせに関する教育につ
いて、国内外の文献レビューを行い、国内での試みや、国外での教育の状況について調査
した。 
令和 6 年度は 18〜29 歳の日本人女性 984 名を対象とし、ウェブを介した記述的横断的
研究を行った。前年度のやせに関する学校教育の調査結果をふまえ、質問項目を作成し
た。また、BMI に基づき、やせ群、標準体重群、肥満群で比較検討した。さらにやせ群
について、摂食障害傾向の有無で比較した。 
令和 7 年度は令和 6 年度アンケート調査結果を踏まえ、BMI と摂食障害質問票の結果か
ら、やせ女性を抽出し、摂食障害傾向の有無で摂食障害傾向やせ群と体質性やせ群の 2 群
に分け、さらに摂食障害傾向のない正常体重女性（コントロール群）と比較した。 
【結果】（令和 5 年）保健体育教科書における記載については、適正体重についての記載
はすべての教科書でなされていたが、“女性のやせ”とそのリスクに関する内容にはばらつ
きがみられた。また、やせ、教育、リスクをキーワードとして文献検索を行った結果 37
件を検討対象とした。 
（令和 6～7 年）全体の 31.5%が BMI<18.5 kg/m2のやせであった。やせ女性の多くは理
想とする体重も健康と考える体重も BMI 18.5kg/m2未満であった。また他の体型グルー
プと比較し、自分の体型に満足していた。全体として、やせによる不妊症、摂食障害、骨
粗鬆症のリスクについての認識は約半数にとどまったが、知識レベルにおいてやせ群と
正常体重群で差はみられなかった。一方、摂食障害傾向のある女性は、やせによる骨粗鬆
症や摂食障害のリスクについての知識を持つものが多かった。摂食障害傾向のあるやせ
女性は、体質性やせ群より自己の体型に不満を感じており、体重を減らすための行動をし
ていた。やせ女性において、摂食障害傾向やせを予測する因子は貧血の既往歴、日常的な
身体活動、就寝前の食事であった。 
【結論】保健体育教科書の記載内容にはばらつきがあり、学校教育における“やせとその
リスク”についての教育の状況には、教育機関による差異が大きい可能性が示唆された。 
若年女性において、やせによるリスクについての知識は充分でなく、特に妊娠合併症に関
して不足していた。しかし、知識の普及がやせ女性の減少につながるかは不明である。ま
た、摂食障害傾向のあるやせ女性のスクリーニングには、貧血の既往が有用である可能性
がある。 
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A. 研究目的  

女性における若年期のやせは、将来的な

骨粗鬆症および骨折リスクに加え、神経性

やせ症を含む摂食障害、糖尿病、貧血、月

経異常、不妊症、さらには次世代の生活習

慣病リスクといった、様々なリスクをもた

らす 1)。一方、これらのリスクについて、

当事者である若年女性が知識を有してい

るのか、知る機会が十分に提供されている

か、さらにやせのリスクについてどのよう

な教育が行動変容につながるかについて

は検討がなされていない。まず、学校教育

の状況を、用いられている教科書ややせの

リスクと教育に関する文献のレビューを

行うこととした（研究①）。また、若年女

性のやせのリスクについての知識と、それ

を得た場所を調査し、体型による違いを比

較することとした（研究②）。やせている

女性が摂食障害を併発していることは多

いが、体質性やせの女性は月経不順などの

ホルモン異常は合併しない反面、骨粗鬆症

のリスクは存在するため、やせ女性をさら

に体質性やせ群と摂食障害傾向群に分け、

比較検討することとした（研究③）。 

 

B. 研究方法  

（研究①）やせと健康リスクに関する学

校教育の実態調査は、東京都江東区の教科

書図書館に貯蔵されている、現行の中学・

高等学校向けの保健体育教科書（中学校 4

編、高等学校 5編）を調査した。また、「や

せ、教育、リスク」および「体型不満、教

育」をキーワードとして文献検索を行った。 

（研究②）18〜29 歳のインターネット

調査会社に登録している日本人女性 1000

名に対しアンケート調査を行った。体重に

関する回答が不適切であった 16名を除外

した 984名の回答を解析対象とした。調査

項目の概要は以下の通りであった。 

・背景因子 

・身長、実際の体重、理想体重、健康と考

える体重、ボディイメージ、ダイエット行

動 

・SCOFF（摂食障害スクリーニング） 

・生活習慣（定期健康診断項目） 

・やせのリスクに関する知識の有無、それ

ぞれの知識を得た場所 

・自分の体型に影響を及ぼすと考えるも

の 

 身長と実際の体重から BMI を算出し、

BMI(kg/m2) <18.5 をやせ群、 18.5 ≦ 

BMI(kg/m2) <25 を標準体重群、25≦ 

BMI(kg/m2)を肥満群とした。 

（研究③）研究②で得られた調査結果か

ら、参加者を BMI および摂食障害のスク

リーニングツールである SCOFF 質問票

の結果から、下記の 3 群に該当するもの

を抽出し、分類した(n=747)。 

a. 摂食障害傾向群（BMI18.5 未満かつ

SCOFF 陽性、93 名） 

b. 体質性やせ群（BMI18.5 未満かつ

SCOFF 陰性、219 名） 

c. 対照群（BMI18.5〜25.0 の標準体重か

つ SCOFF 陰性、435 名） 

月経状態、体型への不満度、生活習慣（一

般的な健康診断項目から抽出）などを比較



3 
 

し、やせ型女性における摂食障害傾向の予

測因子をロジスティック回帰分析で検討

した。 

 

C. 研究結果 

（研究①）中学校向け教科書では、体型

に関しては、食事と健康、適正体重につい

て示されており、やせのリスクとしては、

摂食障害に言及しているものが 1冊、骨粗

鬆症に言及しているものが 1冊であった。

高等学校向け教科書においては、令和 4年

に発行された教科書には、過度のダイエッ

トにまつわる危険が記載され、摂食障害に

ついても精神疾患のひとつとして言及さ

れていたが、その取扱いは教科書により違

いがみられた。さらに、なぜ過度なダイエ

ットが問題なのかについての記載はまち

まちであった。以上から、適正体重につい

ての記載はすべての教科書でなされてい

たが、“女性のやせ”のリスクについての

内容にはばらつきがみられた。また、令和

4 年以降に発刊された保健体育教科書で

の摂食障害の文献検索では、MEDLINEから

75件、医学中央雑誌から 57件が得られた。

1次スクリーニングを行い、37 件をレビュ

ー対象とした。多くは、やせに関する教育

プログラムを作成し、これについての比較

的短期的な効果を検討しているものであ

った。  

（研究②）全体の 31.5%が「やせ」（BMI 

18.5 kg/m2未満）に該当した。 

① 理想体重と健康と考える体重 

やせ女性の 87.4%が自分自身の理想体重

を「やせ(BMI 18.5 kg/m2未満)」の範囲に

あるとし、さらに自身が健康と考える体重

も、66.1%はやせの範囲内であった。 

一方、自分の体型に対する不満度はやせ

女性で 23.2%であり、正常体重群（35.4%）

や肥満群（65.5%）の女性よりも有意に低

く、やせ女性は自身の体型への満足度が高

いことが判明した。 痩せに伴う健康リス

クの知識については、全体の 73.2%が無月

経をリスクとして認知していた。 

② やせのリスクに関する知識 

やせに関連するリスクとして不妊症や

骨粗鬆症、摂食障害を知っていると答えた

のは全体の約半数にとどまり、早産や低出

生体重児など周産期に関連するリスクに

ついての認知度はさらに低かった。一方、

これらのリスクに関する知識レベルは、や

せ女性と正常体重女性の間で有意な差は

見られなかった。また、摂食障害の傾向が

ある女性は、そうでない女性と比較して、

摂食障害（66.8%対 55.2%）や骨粗鬆症

（58.6%対 49.0%）のリスクについてより

深く認識していた。 

③ やせのリスクについて知識を得た場所 

 無月経、不妊症、妊娠合併症のリスクを

学んだ場所として、最も多く報告された場

所は学校であり、主に中学校までに学んだ

と回答されていた。一方、適切な体重の計

算方法はインターネットや SNS で知った

との回答が多く、摂食障害のリスクについ

てはテレビや雑誌で知識を得たとの回答

が多かった。 

（研究③）摂食障害傾向群は、体質性やせ
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群よりも無月経や月経不順の割合が高く、

月経前の食欲増進を感じている割合も高

かった。摂食障害傾向群と体質性やせ群で

実際の BMI に差はみられなかった。一方、

理想 BMI と自分が健康と考える BMI は

摂食障害傾向群で低かった。また、摂食障

害傾向群は、体質性やせ群と比較し自分を

肥満と考える傾向が強く、体型に不満をか

かえている割合が高かった。 

 生活習慣への回答を説明因子として二

項ロジスティック回帰分析を行ったとこ

ろ、摂食障害傾向群の予測因子は、最近の

体重の変化、日常の身体活動、貧血の既往

歴、就寝前の食事摂取であった。 

 自分の理想体型に影響を与えるものと

して、摂食障害傾向群では著名人の体型、

SNS の情報をあげたものが多かったが、

体質性やせ群では「特になし」の回答が多

かった。 

 

D. 考察 

（研究①）学校現場における“女性のや

せとそのリスク”に関する教育には、ばら

つきが大きい可能性が高いと考えられた。 

やせと教育に関しこれまで行われた研

究は、特殊なプログラムを構築したうえで、

摂食障害の予防効果を検証する検討が殆

どであり、授業時間の限られた日本の学校

教育に落とし込むことは困難である可能

性が高いと考えられる。 

本研究は教科書だけを調査したもので

あったが、今後、実際の学校現場で使われ

ている副読本や課外授業の内容等の調査

も行い、現場での教育内容のさらなる実態

調査に発展させたい。 

（研究②）やせ女性は「やせた理想体重」

を健康的であると捉え、現在の体型に満足

している割合が高いことが明らかとなっ

た。これは、彼女たちが理想とする体型や

健康の維持のために、体重を増やす必要性

を全く感じていないことを示唆している。

また、やせに伴う健康リスクについての知

識レベルがやせと正常体重の女性で同等

であったという事実は、リスクに関する知

識を持っているだけでは、やせようとする

行動を是正し、実際の体型を変化させるこ

とにはつながらない可能性を示している。  

摂食障害の傾向がある女性において特

定のリスク認知度が高い理由として、周囲

の人間から自身の体調不良や骨粗鬆症等

のリスクについて警告される機会が多い

ためであると推測される。しかし、知識は

あっても、それを自分自身の切実な問題と

しては捉えていない可能性がある。 

（研究③）やせ女性において、摂食障

害の傾向があることをスクリーニングす

るうえで、一般健康診断で貧血の既往歴や

就寝前の食事摂取があるかどうかを確認

することが有用である可能性が示唆され

た 

なお、研究②③の両研究は、オンライン

調査会社の登録者を対象としており、選択

バイアスのある可能性があり、一般化に際

しては注意が必要である。また、身長・体

重、生活習慣などが自己申告で測定誤差を

含み、SCOFFのみでは摂食障害を確定でき
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ない。さらに横断研究のため因果関係も判

断できない。今後は代表性の高い対象を募

集し、実測値、妥当性が確認された尺度、

医師による診断面接を用いた縦断研究を

行いたい。 

 

E. 結論 

日本の若いやせ型女性において、やせに

よるリスクについての知識は充分とはい

えないことが判明した。特に妊娠合併症に

関する知識は乏しかった。現在健やかな妊

娠出産を迎えるために、プレコンセプショ

ンケアの導入が盛んになっている。プレコ

ンセプションケアの講義を中学・高校生な

どの早期から行い、やせと妊娠出産リスク

についても啓発を行う必要がある。一方で、

知識の普及が女性のやせ行動の変容につ

ながるかは不明であると思われた。貧血の

既往や乱れた健康習慣は、摂食障害傾向を

予測する重要な因子であることが確認さ

れた。プライマリケアの現場において貧血

の既往歴を評価することは、単なる体質性

やせの女性と、臨床的介入を必要とする摂

食障害傾向の女性とを見分け、適切なスク

リーニングを行うための潜在的な指標と

して機能する可能性がある。 
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Jinko Yokota, Kaori Koga. World 

Congress Pediatric Adolescent 

Gynecology (WCPAG). San Francisco, 

USA. April 23-25, 2026. 

・日本人若年女性におけるやせによるリ

スクに関する知識と実際の体型による違

いの検討. 小川真里子、横田仁子、甲賀か

をり. 第 53 回日本女性心身医学会/第 40

回日本女性心身医学会研修会. 2025 年 7

月 12 日. 

・日本人若年女性はやせによる健康問題

を認識しているのか？―知識についての

インターネット調査―. 小川真里子、中里

道子、横田仁子、甲賀かをり. 第 28 回日

本摂食障害学会学術集会. 2025年10月19

日 

・産婦人科外来を対象とした体重減少性

無月経説明資料の作成. 小川真里子、甲村

弘子、粒来 拓. 第 44 回日本思春期学会総

会・学術集会. 2025 年 8 月 30 日 

・ 21th Congress of the International 

Society of Psychosomatic Obstetrics and 

Gynaecology, oral presentation 3,  

Knowledge of the risks associated with 

being thin among young women in 

Japan. Seoul, Korea, 2025/4/5 

・留学生のメンタルへルスー精神科支援

について. 中里道子. 第 31 回多文化間精

神医学会学術集会. 2024 年 11 月 23 日 

・摂食障害診療に多く携わっている産婦

人科医師の特徴に関する検討. 小川真里

子、甲村弘子、小野陽子、能瀬さやか、河

合啓介. 第 39 回日本女性医学学会学術集

会. 2024 年 11 月 10 日 

・ Maudsley model of Anorexia 

treatment for Japanese Outpatient 

randomised controlled trial (MAJOR 

study) interim findings, feedback 

questionnaires. Michiko Nakazato, 

Noriko Numata, Yusuke Sudo, Kiyokazu 

Takebayashi, Helen Startup, Ulrike 

Schmidt. Eating Disorders Research 

Society. 2024 年 9 月 28 日 

・MANTRAを用いた心理療法－回復に向

けての支援. 中里道子. 第 27 回日本摂食

障害学会学術集会. 2024 年 9 月 8 日 

・ モ ー ズ レ イ 神 経 性 や せ 症 治 療

(MANTRA)研修会. 中里道子, 友竹正人, 

水原祐起, 沼田法子. 第 27 回日本摂食障

害学会学術集会. 2024 年 9 月 7 日 

・ モ ー ズ レ イ 神 経 性 や せ 症 治 療

(MANTRA)を用いた支援. 中里道子. 第

52 回日本女性心身医学会学術集会. 2024

年 8 月 31 日  招待有り 

・産婦人科医が摂食障害患者を専門家に

紹介する際の障壁についての検討. 小川

真里子、甲村弘子、小野陽子、能瀬さやか、

河合啓介. 第 65 回日本心身医学会総会な

らびに学術講演会. 2024 年 6 月 30 日 
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・神経性やせ症のスタンダードな心理療

法 

の 実装化に向けて 委員会シンポジウム

（摂食障害治療に関する特別委員会） 神

経性やせ症：発症早期から慢性期までの包

括的な精神科治療. 中里道子. 第 120 回日

本精神神経学会学術総会. 2024 年 6 月 20

日 

・摂食障害患者の妊娠・出産. 小川真里子. 

第 26 回日本摂食障害学会. 2023 年 10 月

21 日 

・産婦人科における摂食障害患者への対

応に関する実態調査. 小川真里子, 甲村

弘子, 小野陽子, 能瀬さやか, 河合啓介. 

第 64 回日本心身医学会ならびに学術講演

会.2023 年 7 月１日 

 

Ｇ．知的財産権の出願・登録状況 

 なし 

1． 特許取得 なし 

 

2． 実用新案登録 なし 

 

3．その他  なし 
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